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(57)【要約】
【課題】通常使用時はスクリーンを巻取軸に確実に固定
し、且つ室内側に露出される生地面を容易に変更可能と
したロールブラインドの生地取付装置を提供する。
【解決手段】スクリーンの生地を巻取軸に生地押えを介
して取着し、巻取軸にスクリーンを巻き取りあるいは巻
き戻してスクリーンを昇降するロールブラインドにおい
て、巻取軸と生地押え１５に、巻取軸１３から垂下され
る生地１６の裏表を切り替えて保持する切り替え手段を
備えた。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スクリーンの生地を巻取軸に生地押えを介して取着し、前記巻取軸に前記スクリーンを
巻き取りあるいは巻き戻してスクリーンを昇降するロールブラインドにおいて、
　前記巻取軸と前記生地押えに、前記巻取軸から垂下される前記生地の裏表を切り替えて
保持する切り替え手段を備えたことを特徴とするロールブラインドの生地取付装置。
【請求項２】
　前記切り替え手段は、
　前記生地の上端に取着した生地取付部材と、
　前記巻取軸と前記生地押えの少なくともいずれかに設けられ、前記生地取付部材の裏表
を切り替えて仮止め可能とする仮止め手段と
を備えたことを特徴とする請求項１記載のロールブラインドの生地取付装置。
【請求項３】
　前記仮止め手段は、
　前記生地押えに設けられ、前記生地取付部材の端部を嵌合可能とした嵌合溝としたこと
を特徴とする請求項２記載のロールブラインドの生地取付装置。
【請求項４】
　前記仮止め手段は、
　前記巻取軸に設けられ、前記生地押えを取着可能とした取付凹部に前記生地取付部材を
仮止めしたことを特徴とする請求項２記載のロールブラインドの生地取付装置。
【請求項５】
　前記取付凹部に係止突条を設け、前記生地押えの基端側には前記係止突条に嵌合可能と
した嵌合溝を設けるとともに前記生地押えの先端部を前記取付凹部に設けた庇部の下方に
挿入して、前記生地取付部材を、前記庇部と、前記取付凹部の底面と、前記係止突条とで
囲まれる空間内に保持したことを特徴とする請求項４記載のロールブラインドの生地取付
装置。
【請求項６】
　前記生地の両端部に一対の前記生地押えを取着し、前記生地の各端部を互いに逆方向に
折り返して前記各生地押えに取着し、前記生地を上下方向にひっくり返して、前記生地押
えを前記巻取軸及びウェイトバーに対し入れ替えて取着可能とした切り替え手段を備えた
ことを特徴とする請求項１記載のロールブラインドの生地取付装置。
【請求項７】
　前記生地の両端部に一対の前記生地押えを取着し、前記生地の各端部を互いに逆方向に
折り返して前記各生地押えに取着し、前記生地を前記巻取軸の周面を周回させて、前記生
地押えを前記巻取軸及びウェイトバーに対し入れ替えて取着可能とした切り替え手段を備
えたことを特徴とする請求項１記載のロールブラインドの生地取付装置。
【請求項８】
　前記切り替え手段は、
　前記巻取軸に設けられ、断面線対称状に形成された二つの取付凹部と、
　前記生地の上端部に取着され、可撓性を備えた合成樹脂で前記取付凹部に裏表を切り替
えて保持可能とした板状の生地押えと
を備えたことを特徴とする請求項１記載のロールブラインドの生地取付装置。
【請求項９】
　前記巻取軸の少なくとも一端に、前記取付凹部を前記巻取軸の周方向に連通させる連通
部を備えたことを特徴とする請求項８記載のロールブラインドの生地取付装置。
【請求項１０】
　前記生地押えに、前記巻取軸の外周面との間の段差を縮小する変形部を設けたことを特
徴とする請求項４記載のロールブラインドの生地取付装置。
【請求項１１】
　巻取軸の外周面に設けられた取付凹部と、
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　前記取付凹部に設けられた係止突条と、
　前記係止突条の先端部に設けた第一の膨径部と、
　前記取付凹部の端部に設けられる庇部と、
　生地の上端部を取付け可能とした板状の生地取付部材と、
　前記生地取付部材の端部に設けられ、前記第一の膨径部の下方に係合する第二の膨径部
と、
　前記生地取付部材に設けられ、前記生地の端部を当接させて位置決め可能とした保持部
と、
　前記生地を取付けた前記生地取付部材を、前記庇部と取付凹部の底面と前記係止突条及
び前記膨径部とで囲まれる空間内に仮止めすることと、
　前記第一の膨径部に嵌合して、前記生地取付部材を前記取付凹部内に保持する生地押え
と
を備えたことを特徴とするロールブラインドの生地取付装置。
【請求項１２】
　生地の上端に取着した生地取付部材を、巻取軸の外周面上に設けた取付凹部に裏表を入
れ替えて仮止めし、前記取付凹部に生地押えを固定して前記巻取軸から吊下支持される前
記生地の裏表を切り替えることを特徴とするロールブラインドの生地取付方法。
【請求項１３】
　生地の上端に取着した生地押えを巻取軸に取着するロールブラインドの生地取付方法に
おいて、
　前記巻取軸の外周面上に断面線対称状に隣接して設けられた二つの取付凹部の一方に挿
入された前記生地押えを、前記巻取軸の一方へ引き出すとともに、該生地押えを上下方向
に折り返して他方の取付凹部に挿入することを特徴とするロールブラインドの生地取付方
法。
【請求項１４】
　生地を上下方向にひっくり返して、前記生地の両端に取着された生地押えの一方を巻取
軸に取着し、他方をウェイトバーに取着して、前記生地の裏表を切り替えることを特徴と
するロールブラインドの生地取付方法。
【請求項１５】
　生地を巻取軸の周面に沿って周回させて上下方向に入れ替え、前記生地の両端に取着さ
れた生地押えの一方を巻取軸に取着し、他方をウェイトバーに取着して、前記生地の裏表
を切り替えることを特徴とするロールブラインドの生地取付方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ロールブラインドのスクリーンを形成する生地を巻取軸に取着する生地取
付装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ロールブラインドは、取付面に回転可能に支持された巻取軸からスクリーンが吊下支持
され、巻取軸の回転操作によりスクリーンを昇降して採光量を適宜に調節可能としている
。
【０００３】
　このようなロールブラインドでは、スクリーンを構成する生地の上端に生地押えが縫製
等により取着され、その生地押えが巻取軸の外周面に設けられた取付凹部に取着されてい
る。
【０００４】
　図２３は、ロールブラインドの従来の生地取付装置の一例を示す。スクリーンを構成す
る生地１の上端に合成樹脂で成形された生地押え２が取着され、その生地押え２が巻取軸
３の取付凹部４に掛止めされている。
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【０００５】
　そして、巻取軸３が回転されると、スクリーンが巻取軸３に巻き取られ、あるいは巻取
軸３から巻戻されてスクリーンが昇降される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０００－６４７４７号公報
【特許文献２】実公平５－２６３２７号公報
【特許文献３】特開平３－２２１６９３号公報
【特許文献４】特開２００２－１４９０９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記のようなロールブラインドでは、スクリーンを下降させたとき、室内には生地の表
面あるいは裏面のいずれかが露出され、いずれの生地面が露出されるかは生地１の上端を
生地押え２に取着する際に決定される。
【０００８】
　従って、上記のように巻取軸３に対する生地押え２の嵌合方向が一方向に限定され、且
つ生地押えに生地を縫着等により接合していると、室内に露出される生地面を変更するこ
とはできない。また、できるとしても、縫製部分を外し、生地１を表裏逆転させて生地押
え２に縫製し直す必要があり、きわめて煩雑な作業が必要となるという問題点がある。
【０００９】
　特許文献１に開示されたロールブラインドのスクリーン取付構造では、支持部材の底面
にスクリーンの抜け止め用の端部材を係合して収納する嵌合部が形成されている。
　このような構成では、スクリーンの取り付け時に端部材が嵌合部に保持されないので、
端部材を指先で嵌合部に保持しながら支持部材１を取付溝内に挿入する。
【００１０】
　そして、最後は端部材が嵌合部に保持されているか否かを確認できないまま、支持部材
を取付溝に取着する必要があり、端部材が嵌合部に保持されていない状態では支持部材を
取付溝に確実に取着することができない。従って、取付作業が煩雑となるという問題点が
ある。
【００１１】
　特許文献２には、係止片を嵌合突起の両側に設けることにより、巻取軸に対し支持部材
の取付方向を変更可能としたロールブラインドが開示されている。しかし、スクリーンの
室内側に露出される面を変更するための構成は開示されていない。
【００１２】
　特許文献３，４には、スクリーンの両端部に膨大部を設け、巻取りパイプに対しスクリ
ーンをスライド可能とし、どちらか一方の膨大部を挿通部に引っ掛けることにより、スク
リーンの表裏を変更して支持可能とした構造が開示されている。しかし、引っ掛けた膨大
部が巻取りパイプに対し固定されていないので、通常使用時に巻取りパイプ内から飛び出
してしまうおそれがある。
【００１３】
　この発明の目的は、通常使用時はスクリーンを巻取軸に確実に固定し、且つ室内側に露
出される生地面を容易に変更可能としたロールブラインドの生地取付装置を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　請求項１では、スクリーンの生地を巻取軸に生地押えを介して取着し、前記巻取軸に前
記スクリーンを巻き取りあるいは巻き戻してスクリーンを昇降するロールブラインドにお
いて、前記巻取軸と前記生地押えに、前記巻取軸から垂下される前記生地の裏表を切り替
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えて保持する切り替え手段を備えた。
【００１５】
　請求項２では、前記切り替え手段は、前記生地の上端に取着した生地取付部材と、
　前記巻取軸と前記生地押えの少なくともいずれかに設けられ、前記生地取付部材の裏表
を切り替えて仮止め可能とする仮止め手段とを備えた。
【００１６】
　請求項３では、前記仮止め手段は、前記生地押えに設けられ、前記生地取付部材の端部
を嵌合可能とした嵌合溝とした。
　請求項４では、前記仮止め手段は、前記巻取軸に設けられ、前記生地押えを取着可能と
した取付凹部に前記生地取付部材を仮止めした。
【００１７】
　請求項５では、前記取付凹部に係止突条を設け、前記生地押えの基端側には前記係止突
条に嵌合可能とした嵌合溝を設けるとともに前記生地押えの先端部を前記取付凹部に設け
た庇部の下方に挿入して、前記生地取付部材を、前記庇部と、前記取付凹部の底面と、前
記係止突条とで囲まれる空間内に保持した。
【００１８】
　請求項６では、前記生地の両端部に一対の前記生地押えを取着し、前記生地の各端部を
互いに逆方向に折り返して前記各生地押えに取着し、前記生地を上下方向にひっくり返し
て、前記生地押えを前記巻取軸及びウェイトバーに対し入れ替えて取着可能とした切り替
え手段を備えた。
【００１９】
　請求項７では、前記生地の両端部に一対の前記生地押えを取着し、前記生地の各端部を
互いに逆方向に折り返して前記各生地押えに取着し、前記生地を前記巻取軸の周面を周回
させて、前記生地押えを前記巻取軸及びウェイトバーに対し入れ替えて取着可能とした切
り替え手段を備えた。
【００２０】
　請求項８では、前記切り替え手段は、前記巻取軸に設けられ、断面線対称状に形成され
た二つの取付凹部と、前記生地の上端部に取着され、可撓性を備えた合成樹脂で前記取付
凹部に裏表を切り替えて保持可能とした板状の生地押えとを備えた。
【００２１】
　請求項９では、前記巻取軸の少なくとも一端に、前記取付凹部を前記巻取軸の周方向に
連通させる連通部を備えた。
　請求項１０では、前記生地押えに、前記巻取軸の外周面との間の段差を縮小する変形部
を設けた。
【００２２】
　請求項１１では、巻取軸の外周面に設けられた取付凹部と、前記取付凹部に設けられた
係止突条と、前記係止突条の先端部に設けた第一の膨径部と、前記取付凹部の端部に設け
られる庇部と、生地の上端部を取付け可能とした板状の生地取付部材と、前記生地取付部
材の端部に設けられ、前記第一の膨径部の下方に係合する第二の膨径部と、前記生地取付
部材に設けられ、前記生地の端部を当接させて位置決め可能とした保持部と、前記生地を
取付けた前記生地取付部材を、前記庇部と取付凹部の底面と前記係止突条及び前記膨径部
とで囲まれる空間内に仮止めすることと、前記第一の膨径部に嵌合して、前記生地取付部
材を前記取付凹部内に保持する生地押えとを備えた。
【００２３】
　請求項１２では、生地の上端に取着した生地取付部材を、巻取軸の外周面上に設けた取
付凹部に裏表を入れ替えて仮止めし、前記取付凹部に生地押えを固定して前記巻取軸から
吊下支持される前記生地の裏表を切り替える。
【００２４】
　請求項１３では、生地の上端に取着した生地押えを巻取軸に取着するロールブラインド
の生地取付方法において、前記巻取軸の外周面上に断面線対称状に隣接して設けられた二
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つの取付凹部の一方に挿入された前記生地押えを、前記巻取軸の一方へ引き出すとともに
、該生地押えを上下方向に折り返して他方の取付凹部に挿入する。
【００２５】
　請求項１４では、生地を上下方向にひっくり返して、前記生地の両端に取着された生地
押えの一方を巻取軸に取着し、他方をウェイトバーに取着して、前記生地の裏表を切り替
える。
【００２６】
　請求項１５では、生地を巻取軸の周面に沿って周回させて上下方向に入れ替え、前記生
地の両端に取着された生地押えの一方を巻取軸に取着し、他方をウェイトバーに取着して
、前記生地の裏表を切り替える。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、通常使用時はスクリーンを巻取軸に確実に固定し、且つ室内側に露出
される生地面を容易に変更可能としたロールブラインドの生地取付装置を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】第一の実施形態のロールブラインドを示す側面図である。
【図２】第一の実施形態の生地取付装置を示す断面図である。
【図３】第一の実施形態のロールブラインドを示す説明図である。
【図４】第一の実施形態の生地取付装置を示す断面図である。
【図５】第一の実施形態の生地取付過程を示す断面図である。
【図６】第一の実施形態の仮止め状態を示す断面図である。
【図７】第一の実施形態の生地取付過程を示す断面図である。
【図８】生地の裏表を入れ替えた場合の仮止め状態を示す断面図である。
【図９】第二の実施形態のロールブラインドを示す側面図である。
【図１０】第二の実施形態の生地取付装置を示す断面図である。
【図１１】第二の実施形態のロールブラインドを示す側面図である。
【図１２】第二の実施形態の生地取付装置を示す断面図である。
【図１３】第二の実施形態の仮止め状態を示す断面図である。
【図１４】第二の実施形態の生地取付過程を示す断面図である。
【図１５】生地の裏表を入れ替えた場合の仮止め状態を示す断面図である。
【図１６】第二の実施形態の生地取付過程を示す断面図である。
【図１７】（ａ）～（ｄ）は第三の実施形態の生地取付過程を示す説明図である。
【図１８】（ａ）～（ｄ）は第四の実施形態の生地取付過程を示す説明図である。
【図１９】（ａ）（ｂ）は第五の実施形態を示す側面図である。
【図２０】第五の実施形態の生地取付過程を示す斜視図である。
【図２１】第六の実施形態を示す断面図である。
【図２２】第六の実施形態を示す断面図である。
【図２３】従来例を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
（第一の実施形態）
　以下、この発明を具体化した第一の実施形態を図１～図８に従って説明する。図１に示
すロールブラインドは、取付面に固定されるフレーム１１の両端に一対の支持ブラケット
１２が取着され、その支持ブラケット１２間に巻取軸１３が回転可能に支持されている。
【００３０】
　前記巻取軸１３は、アルミ押し出し形材で円筒状に形成され、その外周面に設けられた
取付凹部１４に生地押え１５を介してスクリーンを構成する生地１６の上端部が保持され
て、生地１６が巻取軸１３から垂下されている。
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【００３１】
　前記生地１６の下端にはウェイトバー１７が取着されている。そして、操作装置（図示
しない）の操作により巻取軸１３が生地１６の巻取り方向に回転されると、生地１６が巻
取軸１３に巻き取られて生地１６及びウェイトバー１７が引き上げられる。また、巻取軸
１３が生地１６の巻き戻し方向に回転されると、生地１６及びウェイトバー１７が下降す
る。このような生地１６の昇降操作により採光量を適宜に調節可能となっている。
【００３２】
　図２に示すように、前記取付凹部１４の底面から係止突条１８が巻取軸１３の径方向に
突出され、その係止突条１８の先端部に膨径部１９が形成されている。前記生地押え１５
は、弾性を有する合成樹脂で前記巻取軸１３とほぼ同様な長さの板状に形成され、その断
面基端側に前記膨径部１９を弾性的に嵌合可能とした第一の嵌合溝２０が形成されている
。
【００３３】
　前記取付凹部１４は、その一側に巻取軸１３の外周面を延長するように庇部２１が形成
されている。前記生地押え１５の表面は、巻取軸１３の外周面に沿う円弧面に形成され、
生地押え１５の断面先端側に延びる弾性片２６の先端部２６ａは、前記庇部２１の下方に
挿入可能となるように屈曲されている。
【００３４】
　そして、生地押え１５の断面先端部を庇部２１の下方に挿入した状態で、第一の嵌合溝
２０を係止突条１８の膨径部１９に嵌合すると、生地押え１５の表面は巻取軸１３の外周
面の延長線上に位置する。
【００３５】
　前記生地押え１５には、第一の嵌合溝２０に隣接して生地押え１５の断面先端側に向か
って開口する第二の嵌合溝２２が形成されている。
　前記第二の嵌合溝２２には生地取付部材２３の一端部を嵌合可能となっている。前記生
地取付部材２３は、合成樹脂で板状に成形され、その断面基端側に前記第二の嵌合溝２２
に弾性的に嵌合可能とした膨径部２４が形成されている。
【００３６】
　前記生地取付部材２３の表裏面の一方の面において、前記膨径部２４には前記生地１６
の端部を当接させて位置決め可能とした保持部２５が形成されている。そして、前記生地
１６はその端部を保持部２５に当接させた状態で生地取付部材２３に縫製により取着され
ている。
【００３７】
　次に、上記のように構成されたロールブラインドの生地取付装置の作用を説明する。上
記のような生地押え１５及び生地取付部材２３を使用して生地１６の上端部を巻取軸１３
に取着するには、図５に示すように、まず生地取付部材２３に生地１６の上端部を縫着す
る。
【００３８】
　次いで、図６に示すように、例えば縫着した生地１６が生地取付部材２３の上方に位置
する状態で膨径部２４を第二の嵌合溝２２に嵌合して、生地取付部材２３を生地押え１５
に仮止めする。
【００３９】
　次いで、生地１６を生地押え１５の表面側に案内した状態で、生地押え１５の弾性片２
６及び生地取付部材２３の先端部を巻取軸１３の庇部２１の下方に挿入し、生地押え１５
の第一の嵌合溝２０を係止突条１８の膨径部１９に嵌合する。
【００４０】
　すると、図２に示すように、生地１６は弾性片２６の先端部２６ａと庇部２１の先端と
の間を経て生地押え１５の表面に案内され、生地１６を巻取軸１３に巻き取り可能となる
。この場合には、図１に示すように、例えば室内側に生地１６の裏面Ｂが露出され、室外
側に表面Ａが露出される。
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【００４１】
　また、巻取軸１３に生地１６が巻き取られると、生地１６の巻圧により生地押え１５の
弾性片２６が巻取軸１３の径方向に撓み、弾性片２６と庇部２１との間の段差がなくなる
。
【００４２】
　室内側に生地１６の表面Ａが露出されるようにする場合には、図７に示すように、縫着
した生地１６が生地取付部材２３の下方に位置する状態で、図８に示すように、膨径部２
４を第二の嵌合溝２２に嵌合して、生地取付部材２３を生地押え１５に仮止めする。
【００４３】
　次いで、生地１６を生地押え１５の表面側に案内した状態で、生地押え１５及び生地取
付部材２３の先端部を巻取軸１３の庇部２１の下方に挿入し、生地押え１５の第一の嵌合
溝２０を係止突条１８の膨径部１９に嵌合する。
【００４４】
　すると、図４に示すように、生地１６を巻取軸１３に巻き取り可能となり、図３に示す
ように、室内側に生地１６の表面Ａが露出され、室外側に裏面Ｂが露出される。
　上記のように構成されたロールブラインドの生地取付装置では、次に示す効果を得るこ
とができる。
（１）生地１６を取着した生地取付部材２３を、生地押え１５に裏表方向を入れ替えて取
着することにより、巻取軸１３から垂下される生地１６の裏表を切り替えることができる
。
（２）巻取軸１３に対する生地１６の巻き取り方向を変えることなく、巻取軸１３から垂
下される生地１６の裏表を切り替えることができる。
（３）生地取付部材２３の膨径部２４を生地押え１５の第二の嵌合溝２２に弾性的に嵌合
することにより、生地取付部材２３を生地押え１５に容易に取着することができる。
（４）生地押え１５及び生地取付部材２３の先端部を庇部２１の下方に挿入しながら、生
地押え１５の第一の嵌合溝２０を取付凹部１４の係止突条１８の膨径部１９に嵌合するこ
とにより、生地押え１５及び生地取付部材２３を巻取軸１３に容易に取着することができ
る。
（第二の実施形態）
　図９～図１６は、第二の実施形態を示す。この実施形態は、前記第一の実施形態とは異
なる生地押え３１を使用して、生地１６を巻取軸１３に取着する生地取付装置を示す。生
地押え３１以外の構成は、第一の実施形態と同様である。第一の実施形態と同一構成部分
は、同一符号を付して説明する。
【００４５】
　図１０に示すように、弾性を有する合成樹脂で成形された生地押え３１は、断面基端側
に嵌合溝３２が形成され、巻取軸１３の係止突条１８の膨径部１９に嵌合可能となってい
る。生地押え３１の断面先端側は、巻取軸１３の庇部２１の下方に挿入可能となっている
。そして、前記生地取付部材２３を生地押え３１と取付凹部１４の底面との間に保持可能
となっている。
【００４６】
　このような生地押え３１及び生地取付部材２３の作用を説明すると、生地１６の上端部
を巻取軸１３に取着するには、まず生地取付部材２３に生地１６の上端部を縫着する。
　次いで、図１３に示すように、例えば縫着した生地１６を生地取付部材２３の上方に位
置させ、生地取付部材２３の膨径部２４を係止突条１８側に向けて取付凹部１４内に挿入
する。すると、生地取付部材２３は庇部２１と、取付凹部１４の底面と、係止突条１８及
び膨径部１９とで囲まれる空間内に仮止めされ、生地取付部材２３が巻取軸１３に保持さ
れた状態となる。このとき、生地１６は庇部２１から巻取軸１３の外周面に沿って垂下さ
せておく。
【００４７】
　次いで、図１４に示すように、生地押え３１の断面先端側を取付凹部１４内に挿入し、
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嵌合溝３２に係止突条１８の膨径部１９を嵌合すると、図１０に示すように、生地１６を
巻取軸１３に巻き取り可能となる。この場合には、図９に示すように、例えば室内側に生
地１６の裏面Ｂが露出され、室外側に表面Ａが露出される。
【００４８】
　室内側に生地１６の表面Ａが露出されるようにする場合には、図１５に示すように、縫
着した生地１６が生地取付部材２３の下方に位置する状態で生地取付部材２３を取付凹部
１４内に挿入する。すると、生地取付部材２３は庇部２１と、取付凹部１４の底面と、係
止突条１８及び膨径部１９とで囲まれる空間内に仮止めされ、生地取付部材２３が巻取軸
１３に保持された状態となる。
【００４９】
　次いで、図１６に示すように、生地押え３１の断面先端側を取付凹部１４内に挿入し、
嵌合溝３２に係止突条１８の膨径部１９を嵌合すると、図１２に示すように、生地１６を
巻取軸１３に巻き取り可能となる。この場合には、図１１に示すように、室内側に生地１
６の表面Ａが露出され、室外側に裏面Ｂが露出される。
【００５０】
　上記のように構成されたロールブラインドの生地取付装置では、次に示す効果を得るこ
とができる。
（１）生地１６を取着した生地取付部材２３を、取付凹部１４内で裏表方向に入れ替えて
生地押え３１で保持することにより、巻取軸１３から垂下される生地１６の裏表を切り替
えることができる。
（２）巻取軸１３に対する生地１６の巻き取り方向を変えることなく、巻取軸１３から垂
下される生地１６の裏表を切り替えることができる。
（３）生地取付部材２３を取付凹部１４内に挿入した状態で、生地押え３１の断面先端側
を庇部２１の下方に挿入して、嵌合溝３２を取付凹部１４の係止突条１８の膨径部１９に
嵌合することにより、生地押え３１及び生地取付部材２３を巻取軸１３に容易に取着する
ことができる。
（第三の実施形態）
　図１７は、第三の実施形態を示す。この実施形態は、生地１６の上端及び下端を共通の
生地押え３５ａ，３５ｂで巻取軸１３とウェイトバー３６に取着する構成としたものであ
る。
【００５１】
　図１７（ａ）（ｂ）に示すように、生地１６の上端及び下端には共通の生地押え３５ａ
，３５ｂが取着されている。そして、生地押え３５ａの先端部には生地１６の裏面Ｂが内
側となるように折り返して取着され、生地押え３５ｂの先端部には生地１６の表面Ａが内
側となるように折り返して取着されている。
【００５２】
　巻取軸１３には第一の実施形態と同様な取付凹部１４及び係止突条１８が形成され、生
地押え３５ａ，３５ｂのいずれかを取着可能となっている。ウェイトバー３６には、巻取
軸１３の取付凹部１４と同様な構成で、生地押え３５ａ，３５ｂのいずれかを取着する取
付凹部３７と係止突条３８が形成されている。
【００５３】
　図１７（ａ）に示すように、生地押え３５ａを巻取軸１３に取着し、生地押え３５ｂを
ウェイトバー３６に取着したとき、室内側には生地１６の裏面Ｂが露出され、室外側には
生地１６の表面Ａが露出されている。
【００５４】
　この状態から生地１６の裏表を入れ替える場合には、図１７（ｂ）に示すように、生地
押え３５ａ，３５ｂを巻取軸１３及びウェイトバー３６から取り外し、同図（ｃ）に示す
ように、生地１６を上下方向にひっくり返す。
【００５５】
　そして、図１７（ｄ）に示すように、生地押え３５ｂを巻取軸１３の取付凹部１４に取
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着し、生地押え３５ａをウェイトバー３６に取着する。
　すると、室内側には生地１６の表面Ａが露出され、室外側には生地１６の裏面Ｂが露出
される。
【００５６】
　上記のように構成されたロールブラインドの生地取付装置では、次に示す効果を得るこ
とができる。
（１）生地１６を上下方向にひっくり返して、巻取軸１３とウェイトバー３６に取着され
る生地押え３５ａ，３５ｂを入れ替えることにより、巻取軸１３から垂下される生地１６
の裏表を容易に切り替えることができる。
（２）巻取軸１３に対する生地１６の巻き取り方向を変えることなく、巻取軸１３から垂
下される生地１６の裏表を切り替えることができる。
（第四の実施形態）
　図１８は、第四の実施形態を示す。前記第三の実施形態では、生地１６を上下方向にひ
っくり返して裏表を切り替える構成としたが、この実施形態では、生地１６を巻取軸１３
から逆方向に吊下支持することにより、生地１６の裏表を切り替えるようにしたものであ
る。第三の実施形態と同一構成部分は、同一符号を付して説明する。
【００５７】
　図１８（ａ）に示すロールブラインドの巻取軸１３、生地押え３５ａ，３５ｂ、ウェイ
トバー３６は、図１７（ａ）に示す構成と同様である。
　前記巻取軸１３はフレーム６１の両端に取着された支持ブラケット６２間に回転可能に
支持されている。そして、一方の支持ブラケット６２に回転可能に支持されたプーリー６
３に無端状のボールチェーン６４が掛装され、そのボールチェーン６４を矢印Ｃ方向に引
くと、生地１６が巻取軸１３に巻き取られて、ウェイトバー３６が引き上げられる。この
状態では、生地１６の表面Ａが室外側、裏面Ｂが室内側とする。
【００５８】
　この状態から生地１６の裏表を切り替える場合は、図１８（ｂ）に示すように、生地押
え３５ａを巻取軸１３から取り外すとともに、生地押え３５ｂをウェイトバー３６から取
り外し、巻取軸１３の周面を周回させながら生地押え３５ａを下方へ引いて、生地押え３
５ｂを巻取軸１３近傍まで引き上げる。
【００５９】
　次いで、図１８（ｃ）に示すように、生地押え３５ｂを巻取軸１３に取着し、生地押え
３５ａをウェイトバー３５ａに取着すると、図１８（ｄ）に示すように、生地１６の表面
Ａが室内側となり、裏面Ｂが室外側となる。この状態では、ボールチェーン６４を矢印Ｃ
方向に引くと、生地１６が巻取軸１３から巻き戻されてウェイトバー３６が下降するため
、昇降操作時のボールチェーン６４の操作方向が図１８（ａ）に示す状態とは逆方向とな
る。
【００６０】
　上記のように構成されたロールブラインドの生地取付装置では、次に示す効果を得るこ
とができる。
（１）巻取軸１３とウェイトバー３６に取着される生地押え３５ａ，３５ｂを入れ替える
ことにより、巻取軸１３から垂下される生地１６の裏表を容易に切り替えることができる
。
（２）巻取軸１３を支持ブラケット６２から取り外すことなく、生地１６の裏表を切り替
えることができる。
（第五の実施形態）
　図１９及び図２０は、第五の実施形態を示す。図１９に示すように、巻取軸４１には取
付凹部４２ａ，４２ｂが形成されている。取付凹部４２ａ，４２ｂは、断面Ｔ字状の係止
突条４３を境界として断面線対称状に形成されている。
【００６１】
　前記巻取軸４１の両端部では、前記係止突条４３は設けられておらず、前記取付凹部４
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２ａ，４２ｂが連なる連通部４５が形成されている。前記生地１６の上端部には可撓性を
備えた合成樹脂で板状に形成された生地押え４４が取着されている。また、巻取軸４１の
両端にはサイドキャップ（図示しない）が嵌着され、そのキャップを介して支持ブラケッ
トに回転可能に支持される。
【００６２】
　このような生地１６を巻取軸４１に取着するには、生地押え４４を取付凹部４２ａに巻
取軸４１の側方から挿入して保持し、生地１６を巻取軸４１の外周面に沿って下方へ垂下
する。このとき、例えば巻取軸４１に巻き取られる生地１６の外面側が裏面Ｂ、内面側が
表面Ａとなるようにする。
【００６３】
　一方、生地１６の裏表を切り替えるには、生地押え４４を取付凹部４２ａから引き抜き
、その生地押え４４を反対側の端部から取付凹部４２ｂに挿入して保持する。すると、図
１９（ｂ）に示すように、生地１６の裏面Ｂが内面側、表面Ａが外面側となるように吊下
支持されて、生地１６の裏表が切り替えられる。
【００６４】
　従って、生地１６の上端を生地押え４４を介して巻取軸１３に容易に取着することがで
きるとともに、生地１６の裏表を容易に切り替えることができる。
　また、生地１６の裏表を切り替える手順として、図２０に示すように、取付凹部４２ａ
に挿入されている生地押え４４を巻取軸４１の一方へ引き抜き、引き抜いた生地押え４４
を連通部４５で折り返しながら取付凹部４２ｂに挿入してもよい。そして、生地押え４４
を全て取付凹部４２ｂに挿入すると、１９（ｂ）に示すように、生地１６の裏面Ｂが内面
側、表面Ａが外面側となるように吊下支持されて、生地１６の裏表を切り替えることがで
きる。このとき、巻取軸４１のサイドキャップを外すことなく、連通部４５を利用して生
地押え４４を折り返すことができるので、巻取軸４１を支持ブラケットから取り外すこと
なく、生地１６の裏表を切り替えることができる。
（第六の実施形態）
　図２１及び図２２は、第六の実施形態を示す。この実施形態は、前記第二の実施形態の
生地押えの形状を一部変更したものであり、その他の構成は第二の実施形態と同様である
。第二の実施形態と同一構成部分は、同一符号を付して説明する。
【００６５】
　この実施形態の生地押え５１は、断面先端部を巻取軸１３の庇部２１の下方に挿入した
とき、庇部２１の先端近傍で巻取軸１３の径方向外側に突出する変形部５２が形成されて
いる。
【００６６】
　生地取付部材２３を使用して生地１６の上端を巻取軸１３に取着する手順は、第二の実
施形態と同様である。そして、生地取付部材２３に取着した生地１６の上端が、生地取付
部材２３の上方に位置させるか下方に位置させるかを選択することにより、図２１及び図
２２に示すように、巻取軸１３から垂下される生地１６の裏表を切り替えることができる
。
【００６７】
　前記巻取軸１３に生地１６を巻き取ると、前記生地押え５１の変形部５２は、生地１６
の押圧力により巻取軸１３の径方向内側へ撓む。すると、巻取軸１３の庇部２１と生地押
え５１の表面との段差が小さくなり、巻取軸１３に巻き取られる生地１６への巻き痕の発
生が防止される。
【００６８】
　上記実施形態は、以下の態様で実施してもよい。
・生地取付部材２３は、生地押え１５，３１と取付凹部１４の底面との間で生地１６を保
持できれば、合成樹脂以外の材質で形成してもよい。また、板状以外の形状としてもよい
。
【符号の説明】
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【００６９】
　１３…巻取軸、１４，３７，４２ａ，４２ｂ…切り替え手段（取付凹部）、１５，３１
，３５ａ，３５ｂ、４４，５１…切り替え手段（生地押え）、１８…切り替え手段（仮止
め手段、係止突条）、１９…切り替え手段（第一の膨径部）、２０…第一の嵌合溝、２２
…切り替え手段（第二の嵌合溝）、２３…切り替え手段（生地取付部材）、２４…切り替
え手段（仮止め手段、第二の膨径部）。
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【図４】
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【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】 【図１９】

【図２０】



(15) JP 2012-197628 A 2012.10.18

【図２１】
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